
　　　　

2025 年 3 月 4 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・お花見　・工場見学　・ボウリング大会　・夏祭り　・カラオケ大会　　・運動会　 ・クリスマス会　・ハロウィン　・調理実習　・温泉入浴　・映画鑑賞
・避難訓練　　・防災センターでの防災訓練　　・社会見学　　・地域交流（祭・フェス）　・外食マナー指導　　　・お買い物練習　　・お仕事体験

（別添資料１）

家族支援

・子どもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助、子育ての困りごと、などを
懇談会を通じて行う、その他気になった事などは電話やSNSを通じて保護者と連
絡をとり相談援助をおこなう。兄弟児支援。

移行支援

・学校・進学・就職等への移行に向けた支援
・学校などへの助言、相談、連携
・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた支援

地域支援・地域連携

・地域の様々な場面で適切な支援をうけられ、地域の中に居場所を持つ事ができ
るように、関係機関や地域と連携を行う。地域での活動に積極的に参加する 職員の質の向上

・職員の資質の向上に向かて毎月研修を行う。
・外部の講師による研修（救急講習会・人権研修・レクレーション研修）
への参加　・ケース検討会

支　援　内　容

・定期的な心身の把握（毎回の体温測定・体調や気分の確認）　・年3回の身長、体重の計測による成長に関する把握　・生活リズムの安定（定期的な通所の勧め）
・室内をわかりやすくレイアウトを行う。物に記名を行い場所がどこにあるか？どこに片付けるのか？わかりやすくする。　・ＳＳＴによる身体的、精神的、社会的訓練
・公衆浴場や、水遊びなどの活動の前に衣類の脱ぎ方やたたみ方などに取り組む。　・身だしなみや整え方の指導・気候に合わせた衣服の調整　・歯磨き指導　・食育

・姿勢の保持や上肢下肢の運動、動作の改善。　・視覚や聴覚、触覚、臭覚、などの感覚遊び。・つかむ、支える、滑る等の要素を取り入れた遊具遊びの提供。
・ストレッチ、動画をみながらのダンス、リズム運動、体操　　・ドッチボール、サッカー、ボール遊び、サーキット遊び、公園あそび
・ビジョントレーニング・聞きトレ、脳トレ、制作活動

本
人
支
援

・物の機能や属性、形、色、音が変化する様子の把握。科学実験遊び　・空間や時間などの概念の把握（タイムタイマーの活用）・天気、気温、日付の把握と確認による感覚、数の認知形
成　読み書き計算指導、宿題支援、お金の勉強　・1日のスケジュールのタイムテーブルを確認する事による時間の認知形成（○分前行動などの指示）　　　　　　　　　　　　　・粘土
やスライムつくりにより物質の変化と感覚の認知形成　・ブロック、レゴ遊びによる空間把握の認知形成　・小集団でのゲームでの適切な行動形成
・季節の変化への興味などの感性形成のための外出や散歩

・文字、記号、絵カード、メモボード、タブレットなどの適切なコミュニケーション手段を選択、活用。　・ＳＳＴ、ＬＳＴ　・発音指導　　・絵本の読み聞かせ
・はじまりの会で今日の気分や気持ちをプレゼンテーションして言語表出
・終わりの会での活動の振り返りと気持ちを1ケ月の目標カードを使いながらの、言語表出・受容。
・デイサービス内でのルールなどを記入した用紙を掲示し、視覚化する。　・ままごと、ごっこあそび、模擬店、お買い物練習、外食

・アタッチメント形成（不安や恐れを感じている時にはそっと寄り添う、温かい言葉の声掛け）　・リーダーなどの近くに誘うなどの関わり、促し。
・見立て遊び、つもり遊び、ごっこ遊びなどを組み合わせて遊ぶ。　・ルールの理解がひつような遊びや集団活動（トランプ遊び、椅子取りゲーム、フルーツバスケット等）役割分担のあ
る遊びや集団活動
・地域の施設（郷土会館、歴史館、図書館）などへの社会見学　・イベントを通しての地域との交流（だんじり祭り・フリーマーケットへの参加など）

支援方針 利用者の心身の状況並びにその置かれている環境に応じた適切なサービスの提供に努めるものとする。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 利用者及び、利用者の保護者の意思及び人格を尊重し、利用者の立場にたった適切なサービスの提供を確保する事を目的とする。

事業所名 放課後等デイサービス　ドレミ 作成日支援プログラム(放課後等デイサービス）


